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ከに、「ࣣཬヶ」というפٶՈ࡞をաごした࣌ߍとதֶߍଠでখֶא
「ࣄՊॻҎ֎ノॻハઈରニಡマナイڭ」がある。ओਓެのগはから࡞
という໋ྩをडけているが、それをഁる。

「教科書以外ノ書物」は読んではならないことも、半年近くも雪に埋もれて、
スキー遊び以外にはこれといった楽しみもない北国の単調な越冬生活の
中では、暖炉の傍で本や雑誌を読むことが何よりの楽しみとなっていた
だけに、予想した以上の苦痛であった。冬期間には湾内が結氷したり、
オホーツク海の流氷や氷塊が押し寄せてくるために、月に二回か三回の
不定期入港しかしなくなる樺太航路の定期船が吹き鳴らす入港の合図の
汽笛が、高地の反対側から聞こえて来ると、旧市街に住んでいる中学生
達は、素早くスキーを穿いて、高知の麓を迂回している雪道を新市街に
二軒しかない新本屋まで我勝ちに滑って行き、氷上荷役の馬橇で陸揚げ
されて来る月刊少年雑誌の「譚海」や「日本少年」や「少年倶楽部」などを、
早い者勝ちに買い求めて、狂喜した¹。

ࣗとそのٶຊతにはج、৭もؚまれているようだが٭は、ଟগの࡞
をモデルにしたࣗతখઆである。ٶࣗは1923から1929までをאଠ
でաごした²。Ҿ༻したאଠೆ෦のߓொେധの෩ܠも、このころのものである。
Ұのをઇとණのதでաごすאଠにおいて、ॻとॻళがどのようなଘࡏ
だったのか、ધをち、ຊへۦけるগたちの࢟は、ଘにޠってくれる。
このখߟでは、1945ҎલのאଠにおいてӦۀしていた、ຊޠॻ੶をѻう

ॻళについてߟする。֎ॻళについてのࢲのڀݚのେきなもくろみは、ॻ
のྲྀ௨とখചというҬతかつॏతなネットワークをߟえることを௨じて、
なら、ேならே、ならというように、ݸผのҬにࢭま
りがちなઓલのॻจԽのߟを、ԣஅతなࢹでଊえそうというものであ
る。ࠓճはこのうち、אଠというҬにணする。

1
宮内寒彌『七里ヶ浜』新潮社、����年�月、
Q���。

樺太における日本人書店史ノート──戦前外地の書物流通（3）

日比 嘉高

2
木原直彦「宮内寒彌──チェーホフゆかりの
官舎に住む」「『樺太文学の旅』上、共同文化社、
����年��月。
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 1. 樺太というボーダーランド

ຯਂく、またしいॴである。それはۙにおいڵଠはא
てこのౡがたどったᴷK もなおたどっているᴷKࠓ 、࣏ଐや౷ؼ
๏੍などさまざまなଆ໘におけるมసやଟॏੑに༝དྷ、ऀॅډ
する。

ւಓの෦にԣたわるサハリンౡは、その໘ੵが
76400LN²で、（ଐౡቦؚめて36190LN²）のೋഒڧのେ
きさをもつ。ਗ਼ே࣌にはݿ

こ よ う と う

ทౡとݺばれて、アイヌのਓʑが
ਗ਼ேとேؔߩを݁んでいたという。ఇロシアの౦ਐにとも
なって、ਗ਼ேとロシアとのؒのڥࠃのௐがඞཁとなり、݁ば
れたѪ

あい

ᘦ
ぐん

（1858）とそれをՃमਖ਼したژ（1860）
の݁Ռ、サハリンౡはロシアにؼଐするとされた。

Ұํ、ށߐນからݟれば、サハリンౡはদલࢯ（ᥡ࡚ࢯ）の
քはೝࣝされڥめるদલൡのはるかํにあり、そのลの࣏
ていない³。1855の࿐では、サハリンౡにؔして
ଠౡאນがロシアと݁んだށߐքはఆめられず、1867にڥ
Ծنଇでは、ಉౡは྆ࠃのॴྖとされた。
18755݄、໌࣏はロシアとのؒでאଠઍౡަを

݁び、ຊはサハリンౡを์غする。࿐ઓ૪のࡍ、ຊ܉は
サハリンౡに্、19058݄にはશౡをྖする。9݄、ポー
ツマスߨձٞの݁Ռ、サハリンౡೆ෦のຊによるྖ༗が
ܾఆする。19073݄、໌࣏はאଠிをઃஔする。
やேౡでは૯ಜがஔかれ、૯ಜには܉ਓがबいたのに
ରし、אଠはி੍をとり、ॳからຽؒਓがிにबいた。

これはઌॅຽのਓޱがগなく、᫁や߅がগなかったためといわれている⁴。
194211݄、אଠிはলへとҠされ、にฤೖされた。େ౦ѥলが
ઃஔされলがそのதにฤೖされたときとಉじタイミングであり、ઓ࣌Լの
。؆ૉԽのҰだったߦ
19458݄9、ソ࿈がຊにରしてએઓをא、ࠂଠはઓとなった。ઓ

ಆがऴ݁したのはऴઓのৃがग़たあと10ޙの8݄25ࠒだった。1951
のサンフランシスコߨձٞにおいて、ຊは২ຽを์غし、אଠもこれに
ؚまれる。ただしこのサンフランシスコฏにはソ࿈がՃわっていなかっ
たために、אଠのソ࿈ྖ༗はࡍࠃతにはೝめらなかった。その݁Ռ、1908の
ポーツマスのޮྗがり、Ң50Ҏೆのサハリンౡは、ຊのྖだと
するߟえํもଘࡏすることとなっている⁵。

ଐにまつわるྲྀれとしてはҎ্のようになるが、もちろんؼతな࣏ࡍࠃ

3
海保嶺夫『エゾの歴史──北の人びとと「日本」
──』講談社、����年�月。

4
三木理史『国境の植民地・樺太』塙書房、
����年�月、Q���。

5
三木『国境の植民地・樺太』、Q��。

図���樺太����年　出典・『日本地理大系�
第��巻』改造社、����年�月
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のຽやそのॅまいํにతにରԠしない。テッサ・モーऀॅډのըఆはڥࠃ
リス㽍ླは、オホーツクւҬにணし、アイヌや、ニヴフ、ウイルタとして
られるようになるઌॅຽたちのੜ׆に、தࠃやロシア、ຊなどといった
。を༩えたのかをじている⁶ڹのઢҾきがどのようにӨڥࠃՈによるࠃྡۙ
サハリンౡは、ઌॅຽだけではなく、ロシアਓやຊਓ、ேਓたちが、
その࣌ʑのࡁܦ࣏ঢ়گにԠじて、ைがຬちҾきするようにॅまってはれて
いくであった。
もちろん、そのަはฏతなものだけではありえなかった。࿐ઓ૪があ
り、1920のຊ܉のサハリンౡ෦৵߈があり⁷、ଠฏ༸ઓ૪があり、ઓಆ
һやัྂ、ຽؒਓのଟくの݂がྲྀされた。ઌにやேとൺべて᫁や߅
がগなかったとॻいたが、それはこのౡがฏだったことをҙຯしない。ڥࠃ
をめぐる౦アジアのֶྗ࣏に࿔され、ྛやੴといったࣗવݯࢿをめ
ぐるࢿຊՈたちのऩୣにമされ、ଟຽがڞଘするࣾձのৗతな᫁もか
かえた。

 2. 樺太における日本人書店の概数

されていくのは、1905ܗが૿え、ຊਓҠॅऀのொがऀߤଠへのא
のאଠྖҎ߱である。אଠで࠷ॳのॻళ໊が֬ೝできるのは、「Ұʓࣣ
ेҰ݄վਖ਼」というをもつ『શࠃॻ੶໊』（౦ژॻ੶߹ࣄॴ）に
おいてである。そこには「אଠコルサコフɹᜊ౻ࢧళ」とある。אଠでࡌܝされ
ているのは、このҰݢのみである。コルサコフというのは、چຊ໊でେധ
である（ݱ໊もコルサコフ）。େധはफ୩ւڦに໘したߓொで、ۀړのڌで
あるとಉ࣌に、ަ௨のཁিでもあった。この࣌すでにאଠிのܰศమಓもコル
サコフʵウロジミロフカ（ޙの๛ݱ。ݪユジノサハリンスク）をっている⁸。
1907࣌のאଠのਓޱは20469ਓである⁹。
「ᜊ౻ࢧళ」というళについてはใがないが、ಉじ໊のւಓのཝで「ᜊ
౻」を୳すと、ࠜ ্、ொに「ᜊ౻ӫ」がࢬകヶࣈொେࣨࠜ܊ࣨ ܊Ѵொに「ᜊ
౻੩」があることがわかる。おそらくࠜࣨߓに໘したલऀが「ᜊ౻ࢧళ」のຊ
ళであり、ࠜࣨとେധを݁んだൢചۀをߦっていたのだろうとਪఆされる。

ॻ੶ࠃશ）『ॻ੶߹һ໊ࠃɹશࡏݱҰ݄ࡾେਖ਼े』い໊はݹに࣍
߹࿆߹ձ）で、ここにはאଠの߲はなく、ւಓॻ੶߹のதに「サ
ガレンभѥߓѴொࡾೋɹࡾར℄」および「デカストリーɹٱٱଠ」が
などがҐஔしていたサハリンౡೆ෦のアニワߓେധ、ߓはアニワߓえる。ѥݟ
のߓ、すなわちコルサコフ（େധ）である。デカストリーはロシアのߓொで、
タタールւڦ（ؒٶւڦ）をڬんだେଆにある。

8
軽便鉄道は当初軍用として����年��月に開
通した。ここでいうコルサコフ駅は楠渓町で
あり、このあと港のある栄町へ延伸され大泊
駅となっている。軍用鉄道は����年�月に樺
太庁に引き継がれ庁鉄となった。服部朗宏「樺
太鉄道クロニクル～歴史の彼方に消えた最
北の国鉄線～」（小牟田哲彦監修『旧日本領の
鉄道　���年の軌跡』講談社、����年��月）に
よる。

9
樺太庁『樺太庁治一斑』第�回、樺太庁、����
年��月、Q���。

7
中山大将『亜寒帯植民地樺太の移民社会形成
──周縁的ナショナル・アイデンティティと植
民地イデオロギー──』京都大学学術出版会、
����年�月、QQ���r��。

6
テッサ・モーリス㽍鈴木『辺境から眺める──
アイヌが経験する近代──』みすず書房、
����年�月。
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19287݄ൃߦの『ಛબॻ੶໊』（౦ژग़൛ڠձ）にはאଠのཝがある。
そこには、ޙड़するאଠのத֩ॻళۙߐಊをはじめ߹ݢ9ܭのॻ੶ళがࡌܝさ
れている。

豊原町西一條南一 近江堂 若林平治郎
豊原町西一條南一 北進堂支店 後藤文太郎
豊原町大通南一丁目 澤木商会 岩船ナミ
大泊町栄町本町一 若林支店 若林宇兵衛
大泊町旭町一條通 北進堂 小林藤庫
大泊町本町大通四丁目 東京堂 村木与作
真岡町本町二 山サ 米津鼎
真岡町本町五 弘文堂 小番光兼
泊居町高砂町二丁目 〇山 浮田久雄

ிࣷがஔかれた๛ݪに3ݢ、େധに3ݢはଥなであろう。ਅԬொは
サハリンౡւ؛ೆ෦のߓࢢで、๛ݪとమಓでଓするւ؛ではୈҰ
の֗だった。ധډொはւ؛த෦の֗で、ࢴや߭があった。1930
のਓޱは、๛31ࢢݪ903ਓ、େധொ33315ਓ、ਅԬொ15938ਓ、ധډொ
12223ਓである¹⁰。この『ಛબॻ੶໊』は౦ژग़൛ڠձがબఆした、「ਅに
ग़൛のએීٴをґཔするにదするऀをௐࠪબఆしたもの」（ಉ໊「ྫݴ」
による）とされている。ಉじ「ྫݴ」には、ҎԼのようなऀۀはআ֎したとして、「খ
ࡶগᷮۃのൢചをओとしࡶՊॻのみをऔѻふऀ」「จ۩ଖଞのڭఆࠃのߍֶ
げられてڍが「とするऀۀຊのചങをઐݹ」「とするऀۀのൢചを෭ྨࢴֆࢽ
いるから、্にڍげた9ݢはઐۀॻళとはݴわないまでも、ॻళとしてҰఆの
֨をඋえたళとみなされていたものだろう。࣍、࣮ࣄઅでݟるように、これら
のॻళओのうちෳが、1926にཱしたאଠॻ੶߹のװ෦となっている。

。ଠॻ੶߹のཱҎ߱は、ॻళは߹һとほぼҰகすることになるא
߹にೖらなければ౦ژなどでߦץされる৽ץのࢽࡶやॻ੶をऔりѻうこと
がෆՄになったためである。『ݱग़൛ۀେؑ』にࡌܝされた1930࣌の
߹һは88である¹¹。『શࠃॻ੶૯ཡ』ࡌܝの「אଠॻ੶߹ུ࢙」¹²で
は、77໊の߹һとհされている（ࣥච࣌の1934、5あたりとਪఆ）。
。Խなどがあったのかもしれない֨ݫのن、Ҽはෆ໌だがݪগしているݮ
1938の『શࠃॻ੶ۀ߹һ໊』¹³では931942、ݢのຊग़൛ࣜגڅ

ձࣾの໊では、97ݢとなっている¹⁴。

10
『日本人の海外活動に関する歴史的調査』
QQ����r���。

11
『現代出版業大鑑』現代出版業大鑑刊行会、
����年�月、QQ���r��。

12
『全国書籍商総覧』後藤金壽編輯・新聞之新聞
社発行、����年�月。

13
『昭和十三年一月現在　全国書籍業組合員名
簿』全国書籍業聯合会編輯・発行、����年�
月。

14
『昭和十七年一月三十一日現在　小売店名簿　
北海道、樺太之部』日本出版配給株式会社販
売部東部販売課。
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 3. 樺太書店のプロフィール

これらのॻళはどのようなܦӦऀが、どのようなചをしていたのだろうか。
『શࠃॻ੶૯ཡ』には、そのԣإがհされている。ҎԼۀのݹいॱにݟ
ていこう。

ਅԬ܊ਅԬொຊொೋஸҰ࢛の߹໊ձࣾถళॻ੶෦はถఞのܦӦ。
ถは1875Ѫݝのੜまれで、ಉݝปւ࣏໌܊ଜのߴখֶߍをଔޙۀ、
し、1906ถళאଠྖのཌא。したࣄにैۀ、ւಓでݹ໊
をۀ、ॻ੶෦をઃけた。େखऔऀۀ࣍の౦ژಊそのଞとऔҾし、৽ץॻ੶、
。Պॻ、จ۩、༸、ԽহをѻったڭՊॻ、தڭఆࠃ、ࢽࡶ

๛܊ݪ๛ݪொҰᑍೆҰஸೋのۙߐಊはएྛฏ࣏のܦӦ。൴は1873
をखۀ、ޙۀՊଔߴߍখֶߴਘৗ্ࢁଜ্ࢁ܊ੜまれ。ਆ࡛ݝլ࣎
うが、ޙಠཱしてۀをӦんだ。1908にདྷౡ、ༀछをܦӦしてޙ、ॻ੶ۀ
にసじ、そのޙ৽ฉൢചۀも݉ねる。1916େധにࢧళをઃஔ、1922には
๛ݪொҰᑍ༣ศہとなる。౦ژಊそのଞとऔҾし、ॻ੶、ࢽࡶ、จ۩、ༀ
छをѻう。19268݄よりאଠॻ੶߹߹にब。๛ݪொٞһ、۠、
๛ݪձٞॴٞһでもあった。

େധ܊େധொӫொ౦ҰᑍೋஸീのएྛॻళはएྛӉฌӴのܦӦ。Ӊฌ
Ӵは1894にएྛฏ࣏のஉとして、࣎լݝにੜまれた。ਆ্࡛ࢁ܊ଜ্ࢁ
ਘৗߴখֶߴߍՊଔޙۀ、ീ഼ۀをऴえる。そのא、ޙଠにҠॅし、
1915େധொӫொຊ௨Ұஸにॻ੶จ۩ళを։いた¹⁵。1930にಉじେധのಉ
にҠస。『શࠃॻ੶૯ཡ』には「֤൛ݩຢはݩとಛしてத、খֶ
。খച」をӦむとされているٴӡಈ۩のԷ、ثߧจ۩、ྔ、ࢽࡶՊॻ、ॻ੶ڭ

େധ܊େധѴொҰᑍ௨Ұஸೋೋのਐಊॻはখྛ༸೭のܦӦ。ಉళは
༸೭のখྛ౻ݿが1918にಉにۀしたもので、1930に༸೭がこれを
ۀՊଔߴߍখֶߴੜまれだが、େധਘৗݝঝした。༸೭は1901ಢܧ
とհがある。औҾは౦ژಊそのଞで、ॻ੶、ࢽࡶ、৽ฉ、จ۩、ӡಈ۩、
༸ா、༸ࢴ、ֆ༿ॻがऔѻにڍげられている。

ਅԬ܊ਅԬொࣈೆொ࢛ஸࡾの౦ژಊॻళは֯ాٛจによるܦӦ。֯ా
は1900౦ࢢژੜまれ。ຊॴכߴখֶߍଔ1923。ۀにདྷౡし、ಉ5݄
に։ۀした。औ࣍はେखऔ࣍の౦ւಊそのଞとऔҾし、৽ץॻ੶、ࢽࡶ、จ
。ձٞॴٞһでもあったをっていた。ਅԬ۩ثؾి、۩؝、۩

๛܊ݪ๛ݪொҰᑍೆ࢛ஸ࢛のਐಊॻはޙ౻จଠがܦӦしていた。
ಊそのଞとऔژは1924である。౦ۀは1888ੜまれ。ਐಊॻの౻ޙ
Ҿし、ॻ੶、ࢽࡶ、จ۩をѻった。『શࠃॻ੶૯ཡ』には、େധ܊େധொの
ਐಊຊళখྛ༸೭ࢯとఏܞしてۀをڍげているとհされている。

ຊే܊ຊేொେ௨࢛ஸೋのതจಊॻళのܦӦはେڮๆ٢。൴は1869

15
父平治郎の近江堂の記述にある����年に支
店設置という文言と齟齬があるが、ママと
する。
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Ѫݝੜまれ。ಉݝๅ൧ޚ܊༉ਘৗখֶߍをଔ1891、ޙۀからࡳຈでۀ
にै1924。ࣄにאଠにり、19252݄11にಉళを։ۀした。౦ژಊその
ଞとऔҾしॻ੶、ࢽࡶ、จ۩をѻった。『શࠃॻ੶૯ཡ』のհจでは「ಉ
ౡ۶ࢦのେॻᡕ」（Q�2）とされる。ࢧళがຊే܊ຈଜຈ֗ࢢにあった。

ਅԬ܊ਅԬொຊொޒஸҰҰの߂จಊॻళのओਓは、খ൪ޫ݉。খ൪は
1905ळాݝのੜまれで、ਅԬਘৗߴখֶߴߍՊଔ߂。ۀจಊॻళは
1925ۀで、౦ژಊそのଞとऔҾをしていた。ॻ੶、ࢽࡶ、தڭՊॻ、
จ۩、ָثをѻい、1931からは『౦ژ৽ฉ』『େࡕຖ৽ฉ』のऔൢ࣍ച
も࢝めていたらしい。

๛܊ݪ๛ݪொҰᑍೆޒஸҰのカメヤେ୩ॻళのओਓはେ୩फ。େ
୩は1891、େݝੜまれ。Ԭཱݝேதֶをଔא、ޙۀଠிେധྛॺ
にۈ。そののちۀにܞわり、1932にॻ੶ۀにసじたらしい。カメヤେ୩
ॻళは1926ُ୩によるۀで、େ୩はそれをৡりडけた。औ࣍は౦ژಊ
とऔҾ。ॻ੶、ࢽࡶ、จ۩をѻった。

ਅԬ܊ਅԬӫொҰஸ࢛のจؗॻᡕのܦӦऀは、ӏࣂセイ。ӏࣂは1887
、ࣛࣇౡੜまれのঁੑで、່とೋਓらしだった。จؗॻᡕは1927の
ۀ。औ࣍はେखのོؗとऔҾがあった。औѻは、ॻ੶、ࢽࡶ、จ۩、
Խহ、Ԏ、؝۩、தڭՊॻとされている。

ӫ܊མ߹ொ௨ೋೋのಊॻళのओਓは٢ଜ。൴は1903ւಓੜ
まれで、ຊผਘৗߴখֶߴߍՊଔۀ。మಓؔのۀや、ւಓਫ਼ձ
ࣾにۈめるなどした1927、ޙにདྷౡ。1928ಉでಊॻళをۀした。
౦ژಊ、ོؗ、ࡳຈのେखॻళوಊなどとऔҾし৽ץॻ੶、ࢽࡶ、จ۩、
༸ࢴをい、またখֶߍのࠃఆڭՊॻもѻっていた。

ຊే܊ຊేொ௨࢛ஸҰのখ⁋ॻళはখ⁋٢༤のܦӦ。খ⁋は1915、
ಉでੜまれた。つまりೋੈܦӦऀである。ਅԬதֶߍଔޙۀ、ۀにैࣄ
した。ಉళは౦ژಊそのଞとऔҾし、৽ץॻ੶、ࢽࡶ、จ۩、༸をѻって
いた。ಉళのۀはෆ໌である。

๛܊ݪ๛ݪொେ௨ೆޒஸҰのؙࢁएྛࡾॻళはएྛࡾのܦӦ。ए
ྛは1904ࢁསݝੜまれ。ಉじएྛでฆらわしいが、ۙߐಊのएྛとは
ੰではないようである。ڷཬのதֶߍをଔ1928、ޙۀདྷౡ、1931ࢁएྛ
ॻళをܧঝし、ಉאଠிಛఆ༣ศہとなる。「౦ژಊٴびதڭՊॻൃߦ
をثྔܭ、ߧՊॻ、จ۩、ྔڭՊॻ、தڭఆࠃ、ຊߦҰൠ」とऔҾ。୯ݩ
ѻった。ࢁएྛॻళのۀはෆ໌である。
これらのళは、『શࠃॻ੶૯ཡ』というॻに、אଠॻ੶߹のհの
あとにଓけてࡌܝされているため、それなりにしっかりしたചのج൫を࣋っ
ていたॻళであるとはݴえるだろう。これら13のॻళのありํをもってאଠ
のॻ੶ۀքશମのことをいうのはしいが、それでもいくつかのことはࢦఠ
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できるだろう。
まずॻళओのग़はばらついている。Ѫ、࣎լ、ಢ、౦ژ、ळా、େ、

。Ӧऀもೋ໊いるܦଠでҭったೋੈא。སなどの໊がฒぶࢁ、ౡ、ւಓࣇࣛ
ਘৗߴখֶߴߍՊग़ऀがଟいが、தֶߍやߍֶۀをग़たళओたちも
いた。

されるのはॻళのظ࣌ۀである。ѹతに1920に։ళしたॻళ
がଟい。എܠとしては、まずはવ、ਓ૿ޱがߟえられよう。தࢁେকがࣔし
ているように、1907に2ສਓであったאଠのਓޱは、1941に40ສਓとなる。
Ұ؏してਓޱは૿えଓけているが、とくに1920の૿えํがݦஶにଟい¹⁶。
എܠにあるのは、19235݄に։ઃされたమಓলஓധ࿈བྷધ（ஓ～େധ）のब
。だろう¹⁷ߤ
またਓ૿ޱとؔ࿈してӨڹがେきかったとߟえられるのが、אଠにおけるॳ

தڭҭのਐలである。ҎԼ、これについてはઅをあらためてじよう。

 4. 樺太の日本人書店と初等中等教育

1905のאଠྖから1936までのڭҭ࢙については、『אଠڭҭൃୡ࢙』
にৄしい¹⁸。1906にאଠୈҰਘৗߴখֶߍ（コルサコフ）、ಉୈೋখֶߍ
（ウラジミロフカ）、ಉୈࡾখֶߍ（マウカ）が૬࣍いで։ઃされた（Q�19）。א
ଠிは、ிཱখֶߍはこの3ߍのଞに૿やすことはせず、かわりにߍֶཱࢲ
にิॿۚをग़し、これを૿Ճさせた。1908࣌で20ߍあったߍֶཱࢲは
（QQ�28r29）、1920には128ߍ（うちߴՊฒஔは6ߍ）となっていた。1920
に๏ྩがվਖ਼され、શౡのখֶߍはすべてެཱԽされた。ެཱখֶߍは
1926に160ߍ（Q�94）、1934には142ߍ（うちߴՊฒஔは84ߍ）となって
いる（Q�115）。

தֶߍは、אଠதֶߍが1912にେധにઃஔ（のち1925にେധதֶ
いでઃஔされ࣍が૬ߍが、1927にਅԬதֶߍதֶݪとվশ）、1925に๛ߍ
ている。ߴঁֶߍとしては1915にཱࢲେധঁֶߍがઃ （ཱ1924にެཱ
、（վশ・ߋとվশ、1927ிཱにมߍঁֶߴଠެཱେധא、ߋにมߍֶ
1916אଠிߴঁֶߍが๛ݪにઃஔ（1927אଠி๛ߴݪঁֶߍとվ
শ）、1926ެཱਅԬ࣮Պߴঁֶߍとしてઃஔ（1928ެཱਅԬߴঁֶߍ
としてվশ、1929ிཱにมߋ・վশ）、1928ധߴډঁֶߍがઃஔ（1932
にிཱにมߋ・վশ）されている（QQ�231r233）。אଠにおけるஉঁのதڭ
ҭが、1920にඋされていったことがわかる。಄Ҿ༻したٶפከのখ
આの෩ܠは、こうした1920のאଠのதֶੜจԽのҰນをඳいていたので
ある。

18
高田銀次郎『樺太教育発達史』樺太教育会、
����年�月。引用は『旧植民地教育史資料集
̏　樺太教育発達史』（青史社、����年�月）
による。

16
中山『亜寒帯植民地樺太の移民社会形成』、
Q���。

17
小牟田『旧日本領の鉄道　���年の軌跡』、
Q���。
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。であるࡏをあたえるのが、ਤॻؗのଘڹにӨۀҭとฒんで、Ұ෦のॻళのӦڭ
ਤॻߪೖの૭ऀۀޱとなれば、Ұఆのऩӹがࠐݟめることになる。1928、
େധொڭҭձがෟଐਤॻؗをઃஔした。1934のଂॻは31932に。948
はאଠڭҭձがやはりෟଐਤॻؗをઃஔした。1935のଂॻは7であ041
る。このଞに「ౡ֤த、ঁֶߍ、খֶࢧٴߍிڭҭձにԙてਤॻӾཡࣨ、
。をઃけ」ていたという（Ҏ্、Q�438）ݿは؆қ८ճจ҃、ݿಐจࣇ

খചॻళの૿Ճはॻ੶ࢽࡶをѻうだけではなく、ֶ༻やߟࢀॻ、จ۩を
ൢചし、ళによってはڭՊॻをѻうことによってऩӹを҆ఆさせるのがී௨
である。ֶڭߍҭのීٴは、ҬのখചॻళのにとってܽかせないཁҼ
なのである。

ಊॻళのߐଓしてめたۙܧଠਵҰのখചॻళであり、߹もא、࣮ࣄ
ಊॻళのएߐۙ、ҭのൃୡとりせない。ઌड़の௨りڭଠにおけるאは࢙ྺ
ྛฏ࣏がאଠにやってきたのは1908、אଠ౷࣏が։࢝されたޙだった。
Պॻのग़൛のらڭߍの໋をडけてখֶଠאの࣌」ಊॻళは、ಉߐۙ
Ұൠॻ੶ࢽࡶのൢചを։࢝した」¹⁹。࣌のখֶߍはிཱとཱࢲであったが、
एྛはこれらのখֶߍでうڭՊॻのׂزかをग़൛するにたったわけで
ある。さらに、ਖ਼֬な࣌はෆ໌であるが、אଠのখֶߍでࠃఆڭՊॻの༻
が։࢝されたときには、एྛが「ಛൢചをґ໋」されたという²⁰。

やேࢢは、ຊのํےಊॻళのようなํのத֩ॻళののಓߐۙ
ౡのࢢにおけるେखখചॻళのそれとಉ༷である²¹。

 5. 樺太書籍商組合とその後

1920に、౦ژॻ੶߹のओಋで、શࠃॻ੶߹࿆߹ձがઃཱされ
た²²。これはॻళのརӹをकるために、ॻ੶のఆՁചりをపఈさせようとする
もので、߹һҎ֎にはਤॻのൢചをさせないというతをもってઃཱされた
ものだった。1920のཱのあと、ॱ࣍֎をؚめたશ֤ࠃに、それぞれの
Ҭ߹がઃཱされていく。

ޗଠにॻళ߹がઃཱされたのは、19268݄のことだった。「ീ݄ेא
が߹は๛ݪにԙて࢈をڍげن੍ఆとಉ࣌にॳһのબڍをݟた。
ࣕしてにएྛฏ࣍ࢯ（ۙߐಊॻళ）がਪされ、࣐དྷࣄॴを๛ݪொҰ
ᑍೆҰノ࢛൪にఆめ、ԁຬなる߹ߦをߦしてࠓにࢸつた」²³。શࠃ
৫がઃཱされてから6ޙであり、ຬऱ、ே、というଞの֎߹と
ൺべても、もっともい݁である。ॳの߹はएྛฏ࣏（ۙߐಊॻళ）
で、ଞのһはޙ౻จଠ（๛ݪ・ਐಊॻ）、एྛӉฌӴ（େധ・एྛॻళ）、
খྛ౻ݿ（େധ・ਐಊॻ）、ถఞ（ਅԬ・ถళॻ੶෦）だった²⁴。

22
『全国書籍業聯合会史』全国書籍業聯合会編
集・発行、����年��月、QQ��r��。

19
『全国書籍商総覧』Q��。

20
『全国書籍商総覧』Q��。

21
以下の拙稿を参照。日比「外地書店とリテラ
シーのゆくえ──第二次大戦前の組合史・書
店史から考える──」『日本文学』日本文学協
会、第��巻第�号、����年�月。日比「朝鮮半
島における日本語書店の展開──戦前外地の
書物流通（̍）──」『跨境　日本語文学研究』
第�号、����年�月。

23
『全国書籍商総覧』Q��。

24
『全国書籍商総覧』QQ����r���。
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1935のһは、एྛฏ࣏、ޙ౻จଠ、एྛӉฌӴ、ถఞはมߋがなく、
খྛ౻ݿがଉࢠの༸೭とわり、ӏࣂՅҰ、খྛ࣍ࢀがՃわっている²⁵。
લड़したとおり、1930߹һは88໊。1934、5あたりで77໊、1938
で93໊、1942で97໊である。

のよう࣍に『ॻ੶૯ཡࠃશ』ଠॻ੶߹がもっていたํについてはא
なհがある。

組織其他に於て他府県組合と異なる点は殆んどないが、只組合の加入
方針については他と頗る変つた見解を採つてゐるやうである。即ち樺太
組合加入の申請があつたならば一も二もなく其の加入を許可し未だ曾つ
て問題を発生したことがないと言ふのである。其れには組合員が小数で
競争が内地程激甚でないと言ふ関係もあらうが「幾ら加入しても商売が
成り立たなければ廃業する、一人でも多く加入させて加入金を組合財産
とした方が得策である」と言ふのも一つの面白い理由の如くである。（p.3）

߹によっては、طଘऀۀのརӹをकるために、৽ऀۀنのՃೖをૄ֎する
こともあった²⁶。אଠでは、そうしたાஔをࣥっていないというのがಛ৭だと
いうわけである。

քにとってもେきなมಈۀଠは194211݄ににฤೖされるが、ॻళא
があった。ॻྲྀ௨のҰݩతなཧをࢦして、と֎のऀۀを݁ぶຊ
ग़൛ࣜגڅձ （ࣾ）がઃཱされたのである。19415݄のことであった。
これはॻのऔ࣍についてのେมಈであったが、খച߹にもઓ࣌のࡁܦ౷
੍のߥがԡしدせていた。ཱのҰヶ݄ޙ、ใہ、ল、౦ژ
՝、ग़൛จԽڠձ、などが૬ஊし、౦ژのطখച߹はղࢄし、৽た
に౦ژॻ੶ࢽࡶখചۀ߹がཱされる²⁷。いわゆるग़൛のࠃՈతなશ
໘౷੍をࢦした、「ग़൛৽ମ੍」のখച෦をࢦすํだった²⁸。
このྲྀれはאଠの߹にもٴした。19428݄にאଠॻ੶߹はאଠ

ிのࢦಋのԼでղ10݄。ࢄに๛ࢢݪձٞॴにおいてאଠۀ߹࿈߹ձ
ॻ੶ࢽࡶ෦ձとして࠶ग़ൃした。෦ձはएྛࡾ（๛ؙࢁ・ݪएྛࡾॻళ）、
・ӫ）٢ଜ、（ਐಊ・ݪ๛）࡞༐౻ޙ、にখྛ༸೭（େധ・ਐಊॻళ）ࣄװ
ಊ）、ӏྑࣂฏ（ਅԬ・จಊ）がબग़された²⁹。લのאଠॻ੶߹と
はややإぶれがมわっている。どのようなٞがなされたのかわかっていな
いが、אଠ߹のһのମ੍としても、「৽ମ੍」になっていたのはؒҧいあ
るまい。

25
『現代出版業大鑑』QQ����r���。小林参次は
『昭和十三年一月現在　全国書籍業組合員名
簿』では小林参治と表記されている。住所は
栄浜郡落合町北通九。店名は表記されていな
い。鵜飼嘉一郎は名簿に出てこない。北文館
の鵜飼セイの関係者かと想像されるが、未詳。

26
たとえば台湾においてトラブルが発生してい
る。別稿を予定している。

27
荘司徳太郎、清水文吉『資料年表　日配時代
史──現代出版流通の原点──』出版ニュー
ス社、����年��月、Q����。

28
田代金宣『出版新体制の話』日本電報通信社
出版部、����年�月、Q���。引用は『出版流通
メディア資料集成―書籍雑誌業団体史編』（第
四巻、金沢文圃閣、����年�月）による。

29
『資料年表　日配時代史』Q����。店名は『昭和
十七年一月三十一日現在　小売店名簿　北
海道、樺太之部』により補った。
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 6. まとめと課題

ຊߟをดじるにあたって、された՝についてٴݴしておきたい。
と߈の৵܉19458݄9のソ࿈、ޙքはそのۀଠ、そしてಉのॻ੶א

ઓԽ、そしてҾき༲げといったաࠅなྺ࢙をたどる。ҰൠౡຽもઓՐにרき
こるなかで、ॻがىにܸされるという൵ܶも؋まれ、Ҿ༲ધ3੭がજਫࠐ
こしはଓىྉの۷りࢿみられることはほとんどなかっただろうが、ؔ࿈するސ
けねばならない。
またຊߟでは、ւಓのॻళとのؔをまったくじることができなかっ
た。ւಓにはوಊという༗ྗॻళがあり、אଠのॻళともつながりがਂかっ
たはずである³⁰。たとえば、ҎԼのようなճがある。「౦ւಊはւಓにେม
ັྗを֮え、さかんにਐग़していた。אଠਐग़もさかんにねらっていたようだが、
ւಓ・אଠҬはࡳຈのوಊがすっかりखを৳ばしていて、どうもうまく
৯いこむことができなかったようだ」³¹。ޙࠓの՝である。

えしていたのࢧであった。ॻのྲྀ௨をԼڌの࢈ଠはパルプੜא、にޙ࠷
は、むろんࢴのྲྀ௨である。ઓ࣌Լの༻ࢴ౷੍のともؔわり、אଠとॻ
จԽをߟえるときに、パルプۀ࢈のをަࠩさせる؍はॏཁだろう。

30
富貴堂については、一部、日比「外地書店とリ
テラシーのゆくえ」で触れている。

31
野口兵蔵（仏日庵）「続�思い出すままに（下）」
『出版クラブだより』���号、����年��月��日、
Q��。




